
事業年度 毎年４月１日から翌年３月31日まで

定時株主総会 毎年６月開催

基準日 期末配当　　毎年３月31日
中間配当　　毎年９月30日
そのほか必要があるときは、あらかじめ公告して定めた日

単元株式数 100株

株主名簿管理人および
特別口座の口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目４番１号
三井住友信託銀行株式会社

株主名簿管理人
同事務取扱場所

東京都千代田区丸の内一丁目４番１号
三井住友信託銀行株式会社 証券代行部

（郵便物送付先） 〒168-0063 東京都杉並区和泉二丁目８番４号
三井住友信託銀行株式会社 証券代行部

（電話照会先） 0120-782-031

（インターネットホームページURL） http://www.smtb.jp/personal/agency/index.html

公告の方法 当社のホームページに掲載する
http://www.ferrotec.co.jp/

上場証券取引所 株式会社東京証券取引所 JASDAQスタンダード

〒103-0027　東京都中央区日本橋２-３-４
日本橋プラザビル５階
TEL 03-3281-8808　FAX 03-3281-8848
URL http://www.ferrotec.co.jp/

・株式に関する住所変更等のお届出およびご照会について
証券会社の口座をご利用の場合は、三井住友信託銀行ではお手続きができませんので、取引証券会社へ
ご照会ください。証券会社の口座のご利用がない株主様は、上記電話照会先までご連絡ください。

株主メモ

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

森林に配慮して適切に管理された
森林認証紙を使用しています。

環境に配慮した植物油
インキを使用しています。

第35期
決算報告
平成26年４月１日～平成27年３月31日
証券コード：6890



　平素は格別のご高配を賜り、厚くお礼申し上げます。
　ここに第35期決算報告をお届けするにあたりご挨拶申し上げます。

　当社グループの属するエレクトロニクス産業では、スマートフォン、タブレット
端末などの電子部品需要は好調で、半導体業界での設備投資や設備稼働率は高い
状況が続き、当社グループ製品も好調に推移しました。
　自動車産業では北米と中国市場での販売が好調であり、当社のコア技術である
サーモモジュールを搭載した自動車温調シートが伸長しました。
　一方、太陽電池産業については、太陽光パネル需要はあるものの価格下落により、
当社グループの中で不採算事業となったため、収益改善策を実行しました。
　これも、今後の成長路線へのステップであるとご理解を賜りたいと存じます。
　なお、当期の期末配当金は前期より２円増配の１株当たり８円とさせていただき
ます。

　当社グループは、株主のみなさまにとって「成長する楽しみが持てる企業」で
あり続けることに努めております。
　株主のみなさまにおかれましては、今後とも格別のご支援を賜りますようお願い
申し上げます。
  

平成27年６月

代表取締役社長　山村　章
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太陽電池関連事業以外は計画どおり推移しました。

「成長する楽しみが持てる企業」である
ために努力を続けてまいります。

財務ハイライト
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株主のみなさまへ
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半導体やFPD（フラットパネルディスプレイ）な
どの製造ラインに共通する、真空環境や特定ガスで
満たされた完璧な密閉空間を保つ部品です。

石英ガラスは、熱に強く、薬品に侵されにくいとい
う特性があります。シリコンウエーハを高温かつク
リーンな環境で処理する多数の工程の治具として用
いられます。

セラミックスは、高純度・高剛性・高精度が要求さ
れる半導体・液晶製造や一般産業機械分野で使用さ
れる耐摩耗・耐熱・耐薬品用部材として最適です。

特性の異なる半導体が交互に並び２枚の金属で張り
合わされた構造をしており、電流によって発熱・吸
熱を制御することができるペルチェ素子です。

NASAが進めるアポロ計画の中で、無重力空間で
ロケットエンジンに燃料を送るために考案されま
した。その後、さまざまな用途を満たす数多くの
磁性流体を育てました。

自動車産業分野 家電民生品分野 医療分野エレクトロニクス産業分野
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温調シ－ト
ナビゲーションシステム
カップホルダー
電力制御パワー半導体

カーオーディオ

エアロセンサー

エアコン
空気清浄機
ワインセラー
美顔器
シェイバー

血液分析装置
DNA増幅器
生態試料検査装置

ホームオーディオ
TVスピーカー
CD

スマートフォン
DVD

バイオメディカル用磁性ナノ粒子

スマートフォン・パソコン画面 CTスキャン
MRI

フラッシュメモリ・CPU
LED

外科用内視鏡
医療用超音波エコー装置

当社の主力５製品を利用して開発された身近にある製品を分野別 にご紹介します。

詳しくは5ページへ

フラッシュメモリ・CPU
LED

液晶テレビ

液晶テレビ

主力５製品の分野別アプリケーション
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サーモモジュール製造技術を応用した新製品

パワー半導体用基板
パワー半導体用基板とは、アルミナ、窒化アルミニウ
ムセラミックスに銅回路板を共晶反応によって接合し
た放熱用絶縁基板です。

パワー半導体用基板の用途 
● パワー半導体
● サーモモジュール（ペルチェ素子）
●ソリッドステートリレー（SSR）
●発光ダイオード（LED）

パワー半導体用基板今後の展望 

●    パワー半導体の主なアプリケーションは、
　電車・電動車両・エアコン・サーバー等の　
　小型化・省エネ化。
　今後の市場成長率は年率10～12%。
● この市場成長に対応し、当社のパワー半導
体用基板も事業の柱の１つになるよう、今
後の売上拡大を計ります。

パワー半導体の
主な

アプリケーション
売上高

第31期 第32期 第33期 第34期

（単位:百万円）
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第35期

26,447
32,246
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送電システム

白物家電

生産設備

電車

パソコン

電動車両

サーバー機

太陽電池

売上高

第31期 第32期 第33期 第34期

（単位:百万円）
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8,211

11,432

第35期

15,799
10,848

売上高

第31期 第32期 第33期 第34期

15,102

（単位:百万円）

18,763
13,922

第35期

16,993 16,833

欧米
27％

日本
28％

アジア
45％

連結売上高構成比

第35期
合計売上高

590億円

これからの成長を支える新製品
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エリア別の概況
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当社は、製品用途の類似性と販売先業種により区分し、
「装置関連事業」「電子デバイス事業」及び「太陽電池関連事業」の３つの事業を報告セグメントとしております。 

石英製品、セラミックス製品など
半導体製造プロセスに使用される
マテリアル製品は、スマートフォン
用半導体及びフラッシュメモリーな
どの製造用途に需要が増加し、
各種製造装置に使用する真空シー
ルは、半導体微細化の設備投資
需要が回復に転じました。

主力の自動車温調シート向け
サーモモジュールは、米国市場
での自動車販売が堅調に推移し、
温調シート用途が好調でした。
医療検査装置やバイオ関連機器
用途の高機能製品も好調で、国
内の民生分野や中国における光
通信分野の販売も堅調でした。

太陽電池産業は、太陽電池パネ
ルの価格下落の結果、国内外の
企業が事業撤退や経営統合する
など厳しい市場環境が続きました。
当社も業績不振となり、この状況
に対処するため不採算設備を減
損処理し、人員削減など固定費
の圧縮策を実行しました。

連結貸借対照表 （単位：百万円）

科目 当期
平成27年３月31日現在

前期
平成26年３月31日現在

資産の部
流動資産 44,418 39,835
固定資産 34,992 34,887
　有形固定資産 27,739 29,041
　無形固定資産 1,875 1,613
　投資その他の資産 5,377 4,232
資産合計 79,410 74,723
負債の部
流動負債 31,535 28,522
固定負債 8,443 8,140
負債合計 39,979 36,662
純資産の部
株主資本 28,286 30,604
その他の包括利益累計額 10,559 6,884
新株予約権 8 ─
少数株主持分 575 571
純資産合計 39,431 38,060
負債純資産合計 79,410 74,723
※記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

連結包括利益計算書 （単位：百万円）

科目
当期

平成26年4月1 日から
平成27年3月31日まで

前期
平成25年4月1 日から
平成26年3月31日まで

少数株主損益調整前当期純利益（△は損失） △2,203 1,397
その他の包括利益 3,738 6,650
　その他有価証券評価差額金 △1 △123
　為替換算調整勘定 3,747 6,717
　退職給付に係る調整額 △44 ─
　持分法適用会社に対する持分相当額 37 57
包括利益 1,534 8,047
　（内訳）
　親会社株主に係る包括利益 1,542 7,935
　少数株主に係る包括利益 △7 112
※記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

連結キャッシュ・フロー計算書 （単位：百万円）

科目
当期

平成26年4月1 日から
平成27年3月31日まで

前期
平成25年4月1 日から
平成26年3月31日まで

営業活動によるキャッシュ・フロー 7,829 3,927

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,552 △2,813

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,111 △1,861

現金及び現金同等物に係る換算差額 801 924

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,966 177

現金及び現金同等物の期首残高 7,550 7,373

現金及び現金同等物の期末残高 10,517 7,550

※記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

連結損益計算書 （単位：百万円）

科目
当期

平成26年4月1 日から
平成27年3月31日まで

前期
平成25年4月1 日から
平成26年3月31日まで

売上高 59,078 44,745

売上原価 45,594 33,925

売上総利益 13,484 10,820

販売費及び一般管理費 11,813 10,021

営業利益 1,671 798

　営業外収益 1,334 1,924

　営業外費用 974 1,460

経常利益 2,030 1,262

　特別利益 7 1,378

　特別損失 3,362 573

税金等調整前当期純利益（△は損失） △1,324 2,067

法人税等 879 669

少数株主損益調整前当期純利益（△は損失） △2,203 1,397

少数株主利益（△は損失） △71 5

当期純利益（△は損失） △2,132 1,391
※記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

※記載金額は、億円未満を切り捨てて表示しております。各セグメントの売上高は、外部顧客に対する数値を記載しております。 

装置関連事業 太陽電池関連事業電子デバイス事業

265億円
15億円

売 上 高

営業利益

179億円
△12億円

売 上 高

営業利益

96億円
14億円

売 上 高

営 業 利 益

石英製品 磁性流体 太陽電池

セグメント別売上高構成比

平成26年３月期

48.4％

14.7％

29.5％

7.4％

45.0％

16.3％

30.4％

8.3％

■ 装置関連事業

■ 電子デバイス事業

■ 太陽電池関連事業

■ その他

平成27年３月期

当 期前 期

真空シール／
石英製品／
セラミックス製品／
シリコン
ウエーハ加工など

主な製品

シリコン結晶
製造装置／
シリコン製品／
石英坩堝／角槽など

主な製品

サーモモジュール／
磁性流体など

主な製品

セグメント別事業概況
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連結財務諸表（要約）

8



アメリカ

東京

台湾
香港

シンガポール

韓国

中国（上海）
中国（杭州）

中国（天津）

中国（銀川）

ロシア
ドイツ
イタリアスペイン

フランス

会社概要 グローバルネットワーク
商号 株式会社フェローテック
（英文表記）Ferrotec Corporation
設立 昭和55年９月27日
資本金 132億134万6,010円
株式公開 株式会社東京証券取引所  JASDAQ

（平成８年10月18日）（証券コード：6890）
決算期 ３月31日
従業員数 126名

事業所

本社 〒103-0027
東京都中央区日本橋２-３-４ 
日本橋プラザビル５階

関西営業所 〒564-0051
大阪府吹田市豊津町11-34 
第10マイダビル１階

千葉工場 〒289-2131
千葉県匝瑳市みどり平１-４

国内 株式会社フェローテックセラミックス（東京）

海外 杭州大和熱磁電子有限公司(中国杭州市)

杭州和源精密工具有限公司(中国杭州市)

杭州先進石英材料有限公司(中国杭州市)

杭州晶鑫科技有限公司(中国杭州市) 

杭州大和江東新材料科技有限公司(中国杭州市)

上海申和熱磁電子有限公司(中国上海市)

上海漢虹精密機械有限公司(中国上海市)

寧夏銀和新能源科技有限公司（中国銀川市）

寧夏富楽徳石英材料有限公司（中国銀川市）

海外 富楽徳科技発展（天津）有限公司（中国天津市）

香港漢虹新能源装備集団有限公司（香港）

台湾飛羅得股份有限公司(台湾)

Ferrotec Korea Corporation(韓国)

FERROTEC CORPORATION SINGAPORE PTE LTD(シンガポール)

Ferrotec(USA)Corporation(アメリカ)

Ferrotec Europe GmbH(ドイツ)

Ferrotec S.A.(スペイン)

Ferrotec S.R.L.(イタリア)

Ferrotec SARL（フランス）

Ferrotec Nord Corporation(ロシア)

取締役
代表取締役社長 山村　　章
代表取締役副社長 山村　　丈
代表取締役副社長 賀　　賢漢
取締役 小松　輝寿
取締役 鈴木　孝則
取締役 若木　啓男
取締役 宮永　英治
社外取締役 片山　茂雄
社外取締役 中村　久三

監査役
常勤社外監査役 樋口　隆昌
社外監査役 宮田　賢一
社外監査役 井上　　朗
社外監査役 福森　久美

発行可能株式総数………………………………67,000,000株
発行済株式総数…………………………………30,903,702株
株主数………………………………………………… 16,097名

株式の状況

大株主

所有者別株式分布状況
株式数 30,810,278株

株主名 持株数（株）持株比率（％）
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）  936,800 3.04

野村信託銀行株式会社（投信口） 904,700 2.93

CBNY DFA INTL SMALL CAP VALUE PORTFOLIO 833,289 2.70

山村　章 818,500 2.65

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 768,400 2.49

THE BANK OF NEW YORK 133522 567,966 1.84

STATE STREET BANK AND TRUST COMPANY 505025 480,800 1.56

JP MORGAN CHASE BANK 385166 455,800 1.47

株式会社三菱東京UFJ銀行 420,000 1.36

三井造船株式会社 410,000 1.33
（注）1.当社は、自己株式93,424株を保有しておりますが、上記大株主からは除外しております。

2.表示単位未満を切り捨てて表示しております。

（注）自己株式93,424株は上記グラフの株式数に含まれておりません。

■ 個人その他 15,452,183株 50.15％

■ 外国法人等 7,813,544株 25.36％

■ その他法人 1,326,800株 4.31％

■ 証券会社 1,219,251株 3.96％

■ 金融機関 4,998,500株 16.22％

役員 （平成27年６月25日現在）

株式情報／会社情報
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（平成27年３月31日現在）


